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凡
　
　
例

一　

本
全
集
は
現
存
す
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
全
著
作
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

一　

著
作
の
配
列
は
基
本
的
に
Ｉ
・
ベ
ッ
カ
ー
の
編
纂
し
た
「
ベ
ル
リ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
版
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
」（A

ristotelis 

opera ex recensione Im
m
anuelis Bekkeri; edidit A

cadem
ia Regia Borussica, Berolini, 1831-70

）の
第
一
巻
、
第
二

巻
に
準
拠
し
、
そ
の
後
に
『
ア
テ
ナ
イ
人
の
国
制
』（
一
八
九
一
年
初
公
刊
）と
逸
失
著
作
か
ら
の
「
断
片
集
」
を
追
録
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
個
別
の
「
凡
例
」
を
付
し
、
底
本
そ
の
他
、
当
該
著
作
に
固
有
の
事
項
に
つ
い
て
記
載
し
た
。

一　

各
著
作
に
は
「
目
次
」
の
後
に
訳
者
が
作
成
し
た
「
内
容
目
次
」
を
付
し
た
。

一　

各
著
作
本
文
の
欄
外
上
部
の
算
用
数
字
は
ベ
ッ
カ
ー
版
の
対
応
頁
数
、
ａ
は
そ
の
左
欄
、
ｂ
は
そ
の
右
欄
で
あ
る
こ
と
を
、
ま

た
ａ
、
ｂ
の
後
の
算
用
数
字
は
一
〇
行
ご
と
の
お
よ
そ
の
対
応
行
数
を
示
す
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
著
作
の
箇
所
指
示
は
、
著
作

名
・
巻
・
章
の
後
に
こ
の
頁
数
な
ど
を
付
す
こ
と
に
よ
る
（
例
、
『
自
然
学
』
第
三
巻
第
六
章206a14

）
。
た
だ
し
『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』
と
「
断
片
集
」
に
つ
い
て
は
当
該
巻
（
第
一
九
巻
、
第
二
〇
巻
）の
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

本
文
の
改
行
は
必
ず
し
も
底
本
に
従
わ
ず
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
訳
者
が
行
っ
た
。
ま
た
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
場
合
に

応
じ
て
本
文
中
に
箇
条
書
き
の
記
号
を
使
用
し
た
り
、
（　

）や
傍
点
、
「　

」
や
、―

な
ど
の
記
号
を
、
適
宜
訳
者
が
補
足
し

た
り
し
て
い
る
。

一　

本
文
中
の
〔　

〕は
、
訳
者
に
よ
る
文
意
の
補
足
を
明
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
『　

』
は
著
作
名
を
示
す
た
め
に
使
用
し
た
。



ii
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一　

ギ
リ
シ
ア
語
カ
ナ
表
記
に
あ
た
っ
て
は
、
φ
、
χ
、
θ
を
そ
れ
ぞ
れ
π
、
κ
、
τ
と
区
別
し
な
い
。
母
音
の
長
短
は
普
通
名
詞

に
お
い
て
の
み
区
別
し
、
固
有
名
詞
で
は
原
則
と
し
て
音
引
き
を
省
略
し
た
（
例
、
ピ
ロ
ソ
ピ
ア
ー
、
プ
ラ
ト
ン
）
。
ま
たου

は

普
通
名
詞
の
場
合
の
み
音
引
き
表
記
す
る
が
（
例
、
ヌ
ー
ス
）
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
若
干
の
場
合
は
慣
用
に
従
っ
た
（
例
、
ム

ー
サ
）
。

一　

各
著
作
の
「
注
」
や
「
解
説
」
で
文
献
を
参
照
す
る
際
に
は
次
項
の
要
領
で
略
記
し
、
当
該
著
作
の
「
解
説
」
の
最
後
に
掲
げ

る
文
献
表
で
書
誌
を
示
し
た
。

一　

近
現
代
の
著
作
を
参
照
す
る
場
合
に
は
著
者
名
と
当
該
頁
数
を
（
同
一
著
者
に
よ
る
複
数
著
作
を
区
別
す
る
場
合
は
著
者
名
に

出
版
年
を
添
え
た
）
、
古
注
の
場
合
に
は
当
該
頁
数
お
よ
び
行
数
を
示
し
た
。
古
注
の
略
称
や
略
号
な
ど
は
書
誌
の
末
尾
に
示
し

た
。
た
だ
し
注
釈
書
や
翻
訳
に
つ
い
て
は
対
応
箇
所
を
特
定
し
に
く
い
場
合
に
限
っ
て
頁
数
等
を
明
記
し
た
。

一　

必
要
に
応
じ
て
「
補
注
」
を
作
成
し
、
各
著
作
本
文
の
後
に
付
し
た
。

一　

各
巻
末
に
は
、
各
著
作
ご
と
に
固
有
名
詞
お
よ
び
主
要
概
念
、
重
要
語
に
つ
い
て
の
簡
略
な
「
索
引
」
を
付
し
た
。
な
お
別
巻

と
し
て
「
総
索
引
」
を
作
成
す
る
。
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凡
　
　
例

一　

本
訳
の
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
次
の
書
物
で
あ
る
。

　

A
ubonnet, J. 1960-1989. A

ristote, Politique, 5  vols. Paris.

一　

記
号
そ
の
他
の
使
用
は
、
全
集
共
通
の
凡
例
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
本
訳
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
使
用

し
て
い
る
。

　
　
（　
　

）
…
…
底
本
の
同
記
号
に
対
応
さ
せ
る
。
ま
た
原
語
を
示
し
た
り
、
訳
語
の
意
味
を
補
足
す
る
場
合
に
使
用
す
る
。

　
　
「　
　

」
…
…
特
定
の
語
句
を
地
の
文
か
ら
区
別
し
て
明
示
す
る
場
合
に
使
用
す
る
。

　
　
〈
…
…
〉
…
…
テ
キ
ス
ト
の
脱
落
が
疑
わ
れ
る
箇
所
を
示
す
。

一　

本
全
集
収
録
の
『
動
物
誌
』
は
、
底
本
選
択
の
関
係
か
ら
、
同
書
第
七
巻
か
ら
第
九
巻
ま
で
の
巻
数
が
、
従
来
の
標
準

（Bekker

）版
（
に
準
拠
し
た
旧
版
全
集
や
岩
波
文
庫
な
ど
）と
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
（
『
動
物
誌
』
第
七
巻
＝
標
準
版
の
第
八
巻
、

第
八
巻
＝
同
第
九
巻
、
第
九
巻
＝
同
第
七
巻
）
。
本
訳
で
は
、
箇
所
参
照
の
際
、
巻
数
表
示
部
分
に
標
準
版
の
巻
数
を
（　

）で
付

記
し
た
。
例
、
『
動
物
誌
』
第
九
巻
（
七
巻
）第
六
章586a14-15.

一　

D
iels, H

., und W
. K
ranz. 1951-52

6. D
ie Fragm

ente der V
orsokratiker, 3  Bde. Berlin

の
参
照
指
示
に
つ
い
て
は
、

例
え
ば
ク
セ
ノ
パ
ネ
ス
「
断
片
」21B14 D

K

と
略
記
す
る
。21 

は
章
番
号
を
、14 

は
断
片
番
号
を
示
す
。
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目
　
　
次

凡　
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本
文
の
内
容
目
次

第
一
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
非
微

第
二
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
　
尾
樋

第
三
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
飛
微

第
四
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
非
毘
非

第
五
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
飛
簸
微

第
六
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
飛
備

第
七
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
樋
備
樋

第
八
巻 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
簸
非
備

補　
　

注 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…　
簸
簸
非
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政　治　学

解　
　

説
（
備
非
毘

）

政
治
学
関
連
地
図

索　
　

引
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本
文
の
内
容
目
次

第
一
巻

第
一
章　

最
高
の
共
同
体
と
し
て
の
国
家
、
そ
の
探
究
方
法 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
非
枇

第
二
章　

国
家
の
形
成
と
そ
の
自
然
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
飛
避

⑴
国
家
の
自
然
性　

⑵
自
然
に
も
と
づ
く
ポ
リ
ス
的
動
物
と
し
て
の
人
間

第
三
章　

家
政
と
そ
の
部
分 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
飛
尾

⑴
家
政
の
三
つ
の
部
分
と
し
て
の
主
人
と
奴
隷
、
夫
と
妻
、
父
と
子　

⑵
問
題
と
し
て
の
蓄

財
術
の
位
置
づ
け

第
四
章　

奴
隷
論
（
一
）―

道
具
、
財
と
し
て
の
奴
隷 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
飛
枇

第
五
章　

奴
隷
論
（
二
）―

自
然
に
も
と
づ
く
奴
隷 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
樋
避

第
六
章　

奴
隷
論
（
三
）―

法
に
も
と
づ
く
奴
隷
と
の
比
較
と
自
然
に
も
と
づ
く
奴
隷
の
擁
護 

…
…
…
　
　
樋
簸

第
七
章　

奴
隷
論
（
四
）―

主
人
の
知
識
と
奴
隷
の
知
識 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
樋
枇

第
八
章　

蓄
財
術
（
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
簸
避

⑴
蓄
財
術
と
家
政
術　

⑵
自
然
に
も
と
づ
く
財
の
獲
得
術

第
九
章　

蓄
財
術
（
二
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
簸
簸
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政　治　学

⑴
二
種
類
の
財
の
使
用
方
法　

⑵
自
然
に
も
と
づ
か
な
い
蓄
財
術　

⑶
貨
幣
の
役
割

第
一
〇
章　

蓄
財
術
（
三
）―

二
種
類
の
蓄
財
術
と
家
政
と
の
関
係 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
簸
毘

第
一
一
章　

蓄
財
術
（
四
）―

蓄
財
術
の
実
際
の
使
用
、
さ
ま
ざ
ま
な
逸
話 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
備
非

第
一
二
章　

家
政
と
そ
の
部
分
再
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
備
備

⑴
夫
と
妻　

⑵
父
と
子

第
一
三
章　

家
の
構
成
員
の
徳
と
そ
の
相
違 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
備
尾

　

第
二
巻

第
一
章　

現
実
の
諸
国
制
と
先
人
た
ち
の
国
制
論
を
考
察
す
る
理
由 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
尾
簸

第
二
章　

プ
ラ
ト
ン
の
国
制
論
（
一
）―

『
国
家
』
に
お
け
る
「
国
家
全
体
が
で
き
る
か
ぎ
り
一
つ

の
も
の
と
な
る
こ
と
」
と
い
う
前
提 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
尾
備

第
三
章　

プ
ラ
ト
ン
の
国
制
論
（
二
）―

『
国
家
』
に
お
け
る
妻
子
の
共
有
制
① 

…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
尾
枇

第
四
章　

プ
ラ
ト
ン
の
国
制
論
（
三
）―
『
国
家
』
に
お
け
る
妻
子
の
共
有
制
② 

…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
微
非

第
五
章　

プ
ラ
ト
ン
の
国
制
論
（
四
）―
『
国
家
』
に
お
け
る
財
産
の
共
有
制 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
微
簸

第
六
章　

プ
ラ
ト
ン
の
国
制
論
（
五
）―

『
法
律
』
に
お
け
る
国
制
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
枇
飛

第
七
章　

パ
レ
ア
ス
の
国
制
論―

財
産
の
平
等 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
枇
毘

第
八
章　

ヒ
ッ
ポ
ダ
モ
ス
の
国
制
論―

市
民
集
団
の
区
分
、
裁
判
に
関
す
る
法
律
、
有
益
な
発
見

に
関
す
る
法
律 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
　
毘
尾
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第
九
章　

ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
人
の
国
制―

農
奴
制
、
女
の
自
由
放
任
、
財
産
の
不
均
等
、
監
督
官
、

長
老
会
、
王
位
、
共
同
食
事
、
海
軍
指
揮
官
、
軍
事
的
徳
の
志
向
、
財
政 

…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
避
飛

第
一
〇
章　

ク
レ
タ
人
の
国
制―

農
奴
制
、
共
同
食
事
、
治
安
維
持
官
、
長
老 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
非
飛

第
一
一
章　

カ
ル
タ
ゴ
人
の
国
制―

共
同
食
事
、
一
〇
四
人
官
、
王
、
長
老
会
、
五
人
官
、
国
制
の

民
主
制
的
特
徴
と
寡
頭
制
的
特
徴 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
非
尾

第
一
二
章　

ソ
ロ
ン
お
よ
び
そ
の
他
の
立
法
者
（
ザ
レ
ウ
コ
ス
、
カ
ロ
ン
ダ
ス
、
ピ
ロ
ラ
オ
ス
、
ド
ラ

コ
ン
、
ピ
ッ
タ
コ
ス
、
ア
ン
ド
ロ
ダ
マ
ス
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
飛
非

　

第
三
巻

第
一
章　

国
制
、
国
家
、
市
民
の
関
係
、
市
民
の
定
義 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
飛
枇

第
二
章　

市
民
の
慣
例
的
な
定
義
に
関
す
る
諸
問
題 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
樋
飛

第
三
章　

国
家
の
同
一
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
樋
簸

第
四
章　

人
と
し
て
の
徳
と
市
民
と
し
て
の
徳
、
主
人
的
支
配
と
市
民
的
支
配 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
樋
微

第
五
章　

市
民
の
種
類―

手
職
人
、
日
雇
い
人
、
外
国
人
、
非
嫡
出
子
の
身
分 

…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
簸
飛

第
六
章　

正
し
い
国
制
と
逸
脱
し
た
国
制―
共
通
の
利
益
と
支
配
者
自
身
の
利
益 

…
…
…
…
…
…
…
　
非
簸
備

第
七
章　

国
制
の
分
類―

王
制
、
貴
族
制
、
共
和
制
、
僭
主
制
、
寡
頭
制
、
民
主
制 

…
…
…
…
…
…
　
非
簸
枇

第
八
章　

寡
頭
制
と
民
主
制―

富
裕
者
に
よ
る
支
配
と
貧
困
者
に
よ
る
支
配 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
備
避

第
九
章　

寡
頭
制
的
な
正
義
と
民
主
制
的
な
正
義
、
国
家
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か 

…
…
…
…
…
…
…
　
非
備
飛
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第
一
〇
章　

国
家
統
治
の
最
高
の
権
限
は
ど
こ
に
あ
る
べ
き
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
備
尾

第
一
一
章　

大
衆
は
ど
の
よ
う
な
権
限
を
も
つ
べ
き
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
備
枇

第
一
二
章　

平
等
と
不
平
等
に
関
す
る
難
問 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
尾
樋

第
一
三
章　

公
職
の
座
を
要
求
す
る
根
拠
（
生
ま
れ
の
よ
さ
、
自
由
人
身
分
、
富
、
徳
、
数
の
多
さ
）
、

民
主
制
に
お
け
る
陶
片
追
放
の
制
度 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
尾
尾

第
一
四
章　

王
制
の
種
類
（
英
雄
時
代
の
王
制
、
異
民
族
の
王
制
、
選
任
支
配
者
制
、
ラ
コ
ニ
ア
式
の

王
制
、
絶
対
王
制
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
微
簸

第
一
五
章　

王
に
よ
る
支
配
と
法
律
に
よ
る
支
配
（
一
）―

最
善
の
一
人
の
人
に
よ
る
支
配
と
最
善
の

法
律
に
よ
る
支
配
は
ど
ち
ら
が
よ
い
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
微
枇

第
一
六
章　

王
に
よ
る
支
配
と
法
律
に
よ
る
支
配
（
二
）―

法
律
に
よ
る
支
配
の
擁
護
論 

…
…
…
…
…
…
　
非
枇
樋

第
一
七
章　

絶
対
王
制
は
ど
の
よ
う
な
場
合
に
認
め
ら
れ
る
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
枇
微

第
一
八
章　

最
善
の
国
制
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
立
さ
れ
る
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
枇
毘

　

第
四
巻

第
一
章　

国
制
を
研
究
す
る
際
の
留
意
点 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
毘
飛

第
二
章　

逸
脱
し
た
三
つ
の
国
制
の
間
の
優
劣
、
こ
れ
か
ら
論
ず
べ
き
問
題 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
毘
備

第
三
章　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
制
に
複
数
の
種
類
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
非
毘
微

第
四
章　

国
家
の
部
分
、
民
主
制
の
種
類
、
民
衆
煽
動
家 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
避
避
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第
五
章　

寡
頭
制
の
種
類 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
避
枇

第
六
章　

民
主
制
と
寡
頭
制
の
種
類
再
論 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
避
毘

第
七
章　

貴
族
制
の
種
類―

本
来
の
意
味
で
の
貴
族
制
と
そ
の
ほ
か
の
三
種
類
の
貴
族
制 

…
…
…
…
　
飛
非
飛

第
八
章　

共
和
制
の
特
徴
、
共
和
制
と
貴
族
制
の
関
係 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
非
簸

第
九
章　

共
和
制
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
る
か―

民
主
制
的
要
素
と
寡
頭
制
的
要
素
の
混
合

の
あ
り
方 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
非
尾

第
一
〇
章　

僭
主
制
の
種
類 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
非
毘

第
一
一
章　

現
実
の
国
家
に
お
け
る
最
善
の
国
制
と
し
て
の
中
間
の
国
制 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
飛
非

第
一
二
章　

中
間
層
の
重
要
性
、
中
間
の
国
制
が
安
定
す
る
理
由 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
飛
尾

第
一
三
章　

諸
国
制
に
お
け
る
立
法
上
の
工
夫
、
共
和
制
の
構
成
員 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
飛
枇

第
一
四
章　

国
制
の
三
つ
の
部
分
（
一
）―

審
議
に
か
か
わ
る
部
分 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
樋
非

第
一
五
章　

国
制
の
三
つ
の
部
分
（
二
）―
公
職
に
か
か
わ
る
部
分 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
樋
尾

第
一
六
章　

国
制
の
三
つ
の
部
分
（
三
）―
法
廷
に
か
か
わ
る
部
分 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
簸
簸

　

第
五
巻

第
一
章　

国
制
変
動
の
原
因
と
平
等
に
つ
い
て
の
誤
解 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
簸
枇

第
二
章　

国
制
の
変
動
や
内
乱
を
生
む
三
つ
の
一
般
的
要
因―
心
理
状
態
、
目
的
、
発
端 

…
…
…
…
　
飛
備
樋

第
三
章　

国
制
の
変
動
や
内
乱
を
生
む
諸
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
備
備
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⑴
傲
慢
、
利
益
、
名
誉
、
優
越
、
恐
怖
、
軽
蔑
、
不
均
衡
な
増
大　

⑵
選
挙
運
動
、
軽
視
、

小
さ
な
変
更
、
不
類
似

第
四
章　

国
制
の
変
動
や
内
乱
を
生
む
個
々
の
原
因
と
事
例 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
尾
飛

第
五
章　

民
主
制
の
変
動
の
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
尾
枇

第
六
章　

寡
頭
制
の
変
動
の
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
微
飛

第
七
章　

貴
族
制
と
共
和
制
の
変
動
の
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
微
枇

第
八
章　

国
制
の
維
持
保
全
策 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
枇
樋

第
九
章　

公
職
者
が
も
つ
べ
き
三
つ
の
資
質―

国
制
へ
の
愛
着
、
卓
越
し
た
能
力
、
徳
と
正
義 

…
…
　
飛
枇
毘

第
一
〇
章　

単
独
者
支
配
制
の
変
動
の
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
飛
毘
樋

⑴
傲
慢
、
恐
怖
、
軽
蔑
、
利
得
、
名
誉
、
憎
し
み　

⑵
崩
壊
の
道
筋

第
一
一
章　

単
独
者
支
配
制
の
維
持
保
全
策 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
避
微

第
一
二
章　

僭
主
制
が
長
く
続
い
た
事
例
と
、
プ
ラ
ト
ン
『
国
家
』
の
国
制
変
動
説
へ
の
批
判 

…
…
…
…
　
樋
非
微

　

第
六
巻

第
一
章　

民
主
制
の
種
類―

民
主
制
の
種
類
を
生
み
出
す
二
つ
の
原
因 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
飛
尾

第
二
章　

民
主
制
の
基
本
原
理
と
し
て
の
自
由 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
飛
枇

⑴
自
由
の
二
つ
の
要
素　

⑵
各
種
の
民
主
制
に
共
通
す
る
諸
特
徴

第
三
章　

富
裕
層
と
貧
困
層
の
間
に
平
等
を
実
現
す
る
方
法 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
樋
非
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第
四
章　

民
主
制
の
序
列―

最
善
の
民
主
制
と
究
極
の
民
主
制 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
樋
樋

第
五
章　

民
主
制
の
維
持
保
全―

国
家
の
特
別
な
収
入
の
有
無
に
応
じ
た
違
い 

…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
樋
枇

第
六
章　

寡
頭
制
の
維
持
保
全
（
一
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
簸
飛

第
七
章　

寡
頭
制
の
維
持
保
全
（
二
） 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
簸
樋

第
八
章　

公
職
の
種
類 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
簸
備

⑴
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
必
要
な
公
職　

⑵
ゆ
と
り
の
あ
る
国
家
に
特
有
の
公
職

　

第
七
巻

第
一
章　

最
善
の
国
制
の
基
礎
と
な
る
最
善
の
生
　―

　

徳
と
思
慮 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
備
簸

第
二
章　

個
人
の
幸
福
と
国
家
の
幸
福 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
備
枇

第
三
章　

政
治
的
生
と
観
想
的
生
の
ど
ち
ら
が
幸
福
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
尾
樋

第
四
章　

最
善
の
国
家
の
市
民
の
数
と
国
土
の
大
き
さ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
尾
尾

第
五
章　

国
土
の
要
件―

自
足
性
、
地
形
、
配
置 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
微
非

第
六
章　

海
の
交
通
と
海
軍
力 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
微
飛

第
七
章　

市
民
が
そ
な
え
る
べ
き
資
質―

気
概
と
思
考
力 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
微
簸

第
八
章　

国
家
に
必
要
不
可
欠
な
六
つ
の
仕
事―
農
民
、
職
人
、
戦
士
、
富
裕
者
、
祭
司
、
正
義

と
利
益
に
か
か
わ
る
こ
と
を
判
断
す
る
者 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
微
枇

第
九
章　

国
家
に
必
要
不
可
欠
な
仕
事
の
分
担 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
枇
避
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⑴
市
民
と
農
民
や
職
人
と
の
分
離　

⑵
市
民
に
よ
る
富
と
財
産
の
保
持　

⑶
市
民
の
な
か
の

若
者
と
年
長
者
の
仕
事
の
分
担

第
一
〇
章　

国
家
に
必
要
と
さ
れ
る
制
度 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
枇
樋

⑴
「
戦
士
と
農
民
の
階
層
分
け
」
と
「
共
同
食
事
」
の
制
度
の
歴
史
的
先
行
例　

⑵
国
土
を

個
人
所
有
地
と
公
共
地
に
二
分
割
し
て
市
民
に
分
配
す
る
制
度
と
農
民
の
身
分

第
一
一
章　

都
市
を
設
置
す
る
立
地
条
件 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
枇
微

⑴
住
民
の
健
康
の
た
め
の
日
照
や
風
向
き　

⑵
軍
事
的
利
点　

⑶
水
源　

⑷
要
塞
に
適
し
た

場
所　

⑸
市
壁
の
必
要
性

第
一
二
章　

国
家
に
必
要
な
設
備
を
配
置
す
る
場
所 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
毘
避

⑴
都
市
の
共
同
食
事
、
自
由
ア
ゴ
ラ
、
市
場
、
市
場
や
市
域
の
監
督
官
の
執
務
室　

⑵
郊
外

の
森
林
や
農
地
の
管
理
官
の
見
張
所
、
神
々
や
英
雄
に
捧
げ
ら
れ
た
神
殿

第
一
三
章　

最
善
の
国
家
を
構
成
す
る
市
民
を
す
ぐ
れ
た
善
き
者
に
す
る
三
要
素―

自
然
本
性
、
習

慣
、
理
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
毘
飛

第
一
四
章　

市
民
へ
の
教
育
の
目
標 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
樋
毘
尾

⑴
戦
争
よ
り
も
平
和
の
優
先　

⑵
仕
事
よ
り
も
余
暇
の
優
先　

⑶
必
要
不
可
欠
な
も
の
よ
り

も
美
し
い
も
の
の
優
先　

⑷
魂
の
理
性
的
部
分
と
非
理
性
的
分
の
活
動
に
目
を
向
け
た
教
育

第
一
五
章　

余
暇
の
た
め
必
要
な
徳
（
節
度
と
正
義
）
、
習
慣
の
教
育
を
先
行
さ
せ
る
理
由 

…
…
…
…
…
…
　
簸
避
飛

第
一
六
章　

婚
姻
と
子
作
り
の
要
件 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
簸
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第　

一　

章

　

わ
れ
わ
れ
の
見
る
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
国
家
（
ポ
リ
）
1
（

ス
）は
あ
る
種
の
共
同
）
2
（

体
で
あ
り
、
ま
た
す
べ
て
の
共
同
体
は
何
ら
か
の
善
の

た
め
に
構
成
さ
れ
て
い
る
以
上
（
な
ぜ
な
ら
、
す
べ
て
の
人
は
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
善
と
思
わ
れ
る
こ
と
の
た
め
に
行
う
か
ら
で
あ
る
）
、

明
ら
か
に
す
べ
て
の
共
同
体
は
何
ら
か
の
善
を
目
指
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
共
同
体
の
う
ち
で
も
最
も
有
力
で
、
そ
の
他
の
共
同
体

を
包
括
す
る
も
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
善
の
う
ち
で
最
も
有
力
な
善
を
何
に
も
ま
し
て
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
国
家
と
呼
ば
れ

る
も
の
、
つ
ま
り
国
家
共
同
体
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

す
る
と
、
国
家
（
ポ
リ
ス
）の
指
導
）
3
（

者
、
王
、
家
長
、
そ
し
て
奴
隷
の
主
人
と
い
っ
た
役
割
は
す
べ
て
同
じ
だ
と
み
な
し
て
い
る

人
々
が
い
る
な
ら
、
そ
う
し
た
人
々
の
説
は
ど
れ
も
誤
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
支
配
の
そ
れ
ぞ
れ
の

違
い
は
そ
の
対
象
と
な
る
人
々
の
多
寡
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
種
類
に
お
け
る
違
い
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
支
配
の
対
象
と
な
る
人
々
が
少
な
け
れ
ば
主
人
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
多
け
れ
ば
家
長
、
さ
ら
に
多
け
れ
ば
国

家
の
指
導
者
も
し
く
は
王
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
み
な
し
て
お
り
、
ま
る
で
大
き
な
家
と
小
さ
な
国
家
と
の
間
に
は
違
い
が
な
い

か
の
よ
う
に
思
っ
て
い
）
4
（

る
。
ま
た
、
国
家
の
指
導
者
と
王
と
の
違
い
は
、
そ
の
当
人
だ
け
が
権
力
の
座
に
就
い
た
場
合
は
王
で
あ
り
、

こ
う
し
た
事
柄
に
つ
い
て
の
知
識
に
も
と
づ
く
規
則
に
従
っ
て
、
支
配
す
る
者
と
支
配
さ
れ
る
者
と
が
交
替
で
権
力
の
座
に
就
い
た

場
合
は
、
国
家
の
指
導
者
で
あ
る
、
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
説
明
は
い
ず
れ
も
真
実
で
は
な
い
。

　

こ
こ
で
説
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
事
柄
は
、
わ
れ
わ
れ
が
通
常
用
い
て
い
る
探
究
の
方
）
5
（

法
に
従
っ
て
考
察
す
る
な
ら
、
明
ら
か
な

も
の
と
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
他
の
事
例
に
お
い
て
複
合
的
な
も
の
を
複
合
さ
れ
え
な
い
も
の
（
つ
ま
り
、
そ
れ
が
全
体
を
構
成
す

1252aa10
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る
最
小
の
部
分
で
あ
る
）に
ま
で
分
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
国
家
も
ま
た
そ
れ
を
構
成
す
る
要
素
を
考
察
す
る
な
ら
、

そ
う
し
た
要
素
に
つ
い
て
も
互
い
に
ど
の
よ
う
に
違
っ
て
い
る
か
、
さ
ら
に
先
に
言
及
し
た
役
）
6
（

割
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
何
か
専
門

a20

第
一
章

（
1
）　
「
国
家
」
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
ポ
リ
ス
」πόλις

の
訳
。
「
国

家
」
と
い
う
訳
語
か
ら
は
、
日
本
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

国
々
、
と
り
わ
け
近
代
の
い
わ
ゆ
る
国
民
国
家
（nation-state

）を

思
い
浮
か
べ
が
ち
で
あ
る
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
念
頭
に
置
い
て

い
る
の
は
、
し
ば
し
ば
「
都
市
国
家
」（city-state

）と
訳
さ
れ
る
ア

テ
ナ
イ
を
は
じ
め
と
し
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
共
同
体
で
あ
り
、
国
民

国
家
あ
る
い
は
近
代
的
国
家
と
は
政
治
形
態
が
大
き
く
異
な
る
。
し

か
し
「
国
家
」
と
い
う
日
本
語
は
国
民
国
家
以
外
の
形
態
を
指
し
う

る
し
、
ま
た
「
十
七
条
憲
法
」
に
す
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
も
と

も
と
は
一
定
の
地
域
に
住
む
人
々
を
支
配
、
統
治
す
る
組
織
と
い
う

広
い
意
味
を
も
つ
言
葉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
ポ
リ
ス
」
か
ら
の
派

生
語
で
あ
る
「
ポ
リ
ー
テ
イ
ア
ー
」
は
ポ
リ
ス
の
制
度
と
い
う
よ
り

一
般
的
に
国
家
の
制
度
と
し
て
の
「
国
制
」
と
訳
す
こ
と
が
わ
か
り

や
す
い
こ
と
な
ど
も
考
慮
し
て
、
本
書
の
訳
で
は
「
国
家
」
を
基
本

的
な
訳
語
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
冒
頭
の
言
葉
が

示
す
よ
う
に
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
特
徴
的
な
政

治
形
態
で
あ
る
ポ
リ
ス
に
つ
い
て
の
観
察
や
調
査
に
も
と
づ
い
て
考

察
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
必
要
に
応
じ
て

「
ポ
リ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
補
っ
て
い
る
。
ポ
リ
ス
と
近
代
的
な
国

家
と
の
関
係
や
相
違
を
は
じ
め
と
し
た
問
題
の
全
体
に
つ
い
て
は
、

本
書
の
「
解
説
」
五
五
六―

五
五
九
頁
を
参
照
。

（
2
）　
「
共
同
体
」
と
訳
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
ー
」

は
、
交
換
に
よ
る
結
び
つ
き
（
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
五
巻
第
五

章
）や
夫
婦
の
絆
（
本
書
第
七
巻
第
一
六
章
）な
ど
、
共
存
の
た
め
の

「
共
通
の
善
」（
コ
イ
ノ
ン
・
ア
ガ
ト
ン
）を
共
有
す
る
多
様
な
結
び
つ

き
の
集
団
を
意
味
す
る
。
こ
の
う
ち
最
大
限
の
「
自
足
性
」（
ア
ウ
タ

ル
ケ
イ
ア
）を
そ
な
え
た
共
同
体
が
ポ
リ
ス
と
し
て
の
国
家
で
あ
り
、

こ
れ
を
「
国
家
共
同
体
」（
ポ
リ
テ
ィ
ケ
ー
・
コ
イ
ノ
ー
ニ
ア
ー
）と

呼
ぶ
。

（
3
）　
「
国
家
（
ポ
リ
ス
）の
指
導
者
」（
ポ
リ
テ
ィ
コ
ス
）と
は
、
続
く
記

述
や
本
巻
第
三
章1259b4-5

の
説
明
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
固
定

さ
れ
た
人
々
で
は
な
く
国
家
に
お
け
る
一
つ
の
役
割
を
指
し
、
原
理

的
に
は
国
家
（
ポ
リ
ス
）を
司
る
市
民
が
そ
の
資
格
を
も
つ
。
な
お
、

「
ポ
リ
テ
ィ
コ
ス
」
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
が
よ
り
一
般
的
な
文
脈
で

使
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
「
政
治
家
」
や
「
為
政

者
」
と
い
う
訳
語
も
用
い
る
。

（
4
）　

ソ
ク
ラ
テ
ス
（
ク
セ
ノ
ポ
ン
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
思
い
出
』
第
三

巻
第
四
章
第
一
二
節
）や
プ
ラ
ト
ン
（
『
ポ
リ
テ
ィ
コ
ス
』258E-

259B
）の
考
え
方
を
念
頭
に
置
い
た
批
判
。
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的
な
知
見
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
、
い
っ
そ
う
よ
く
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第　

二　

章

　

そ
こ
で
、
も
し
誰
か
が
こ
う
し
た
事
柄
を
、
そ
れ
ら
が
最
初
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
長
し
て
く
る
も
の
か
じ
っ
く
り
観
察
す
る
な
ら
、

他
の
事
柄
に
お
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
問
題
と
す
る
事
柄
に
お
い
て
も
、
最
も
適
切
な
考
察
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
両
者
の
い
ず
れ
が
欠
け
て
も
存
続
で
き
な
い
よ
う
な
者
同
士
が
対
に
な
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
子
孫
の
誕

生
の
た
め
に
男
と
女
が
対
に
な
る
場
合
や
（
こ
う
し
た
こ
と
は
選
択
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
の
動
物
や
植
物
の
場
合
に

お
け
る
よ
う
に
、
自
分
自
身
に
似
た
他
の
同
類
の
も
の
を
後
に
残
す
こ
と
を
希
求
す
る
の
は
自
然
に
か
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
）
、
ま

た
両
者
の
存
続
の
た
め
に
、
自
然
に
も
と
づ
い
て
支
配
す
る
者
と
支
配
さ
れ
る
者
が
対
に
な
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

思
考
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
見
定
め
る
こ
と
の
で
き
る
者
は
自
然
に
も
と
づ
い
て
支
配
す
る
者
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
は
自
然
に

も
と
づ
い
た
主
人
の
役
割
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
見
定
め
ら
れ
た
事
柄
を
身
体
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
の
で
き
る
者
は
支
配
さ
れ

る
者
で
あ
り
、
自
然
に
も
と
づ
い
た
奴
隷
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
ゆ
え
、
主
人
を
益
す
る
の
も
奴
隷
を
益
す
る
の
も
、
同
じ
も
の

で
あ
）
1
（

る
。

　

こ
う
し
て
、
女
性
と
奴
隷
と
が
区
別
さ
れ
る
の
も
ま
た
、
自
然
に
も
と
づ
い
て
い
る
（
な
ぜ
な
ら
、
自
然
は
い
か
な
る
も
の
も
、

鍛
冶
屋
が
デ
ル
ポ
イ
の
小
）
2
（

刀
を
作
る
よ
う
に
物
惜
し
み
し
た
仕
方
で
作
る
こ
と
は
な
く
、
一
つ
一
つ
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

合
わ
せ
て
作
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
道
具
は
ど
れ
も
、
多
く
の
仕
事
の
た
め
で
は
な
く
一
つ
の
仕
事
に
専
用
に
作
ら
れ
た

も
の
が
、
仕
事
を
最
も
見
事
に
仕
上
げ
る
だ
ろ
う
）
。
だ
が
、
異
民
族
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
は
、
女
性
と
奴
隷
と
は
同
じ
地
位
に
配

a301252b
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さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
彼
ら
が
自
然
に
も
と
づ
い
た
支
配
者
を
も
た
ず
、
彼
ら
の
共
同
体
が
女
奴
隷
と
男
奴
隷
と
か
ら
構
成

さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
詩
人
た
ち
も
「
ギ
リ
シ
ア
人
が
異
民
族
を
支
配
す
る
の
は
も
っ
と
も
な
こ
）
3
（

と
」
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
異
民
族
で
あ
る
こ
と
と
奴
隷
で
あ
る
こ
と
は
、
自
然
に
も
と
づ
い
て
同
じ
こ
と
で
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
こ
の
二
つ
の
共
同
）
4
（

体
か
ら
最
初
に
構
成
さ
れ
る
の
は
家
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ヘ
シ
オ
ド
ス
が
そ
の
詩
に
お
い
て
、

「
ま
ず
何
よ
り
も
、
一
家
を
構
え
、
妻
と
農
耕
用
の
牛
を
そ
な
え
）
5
（

よ
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
正
し
い
。
と
い
う
の
も
、
牛
は
貧
し
い

者
た
ち
に
と
っ
て
は
家
内
奴
隷
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
々
の
生
活
の
た
め
に
自
然
に
も
と
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
共
同
体
が
家
で
あ
り
、
そ
の
構
成
員
の
こ
と
を
カ
ロ
ン

ダ
）
6
（

ス
は
「
パ
ン
容
れ
を
と
も
に
す
る
者
た
ち
」
と
呼
び
、
ク
レ
タ
の
エ
ピ
メ
ニ
デ
）
7
（

ス
は
「
秣ま
ぐ

桶さ
お
けを

と
も
に
す
る
者
た
ち
」
と
呼
ん
で

い
る
。
だ
が
、
複
数
の
家
か
ら
な
る
、
日
々
の
生
活
に
限
定
さ
れ
な
い
必
要
の
た
め
）
8
（

の
共
同
体
は
、
最
初
の
段
階
と
し
て
村
と
な
）
9
（

る
。

b10

（
5
）　

以
下
で
述
べ
ら
れ
る
の
は
、
複
合
的
な
全
体
を
、
そ
れ
を
構
成

す
る
機
能
的
な
部
分
へ
と
分
解
す
る
方
法
で
あ
り
、
『
自
然
学
』
第

一
巻
第
四
章187b11-13,

『
詩
学
』
第
六
章1450a7-15

な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
著
作
で
表
明
さ
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
生
物
学
的
著
作

（
『
動
物
の
諸
部
分
に
つ
い
て
』
第
一
巻
第
一
章640a33-b29

な

ど
）で
の
使
用
は
、
国
家
組
織
と
動
物
の
組
織
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を

示
唆
す
る
。

（
6
）　

王
、
国
家
の
指
導
者
、
家
長
、
主
人
ら
を
指
す
。

第
二
章

（
1
）　

第
三
巻
第
六
章1278b32-37

参
照
。

（
2
）　

詳
細
は
不
明
だ
が
、
デ
ル
ポ
イ
に
お
い
て
作
ら
れ
た
多
く
の
用

途
を
も
つ
ナ
イ
フ
。

（
3
）　

エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
『
ア
ウ
リ
ス
の
イ
ピ
ゲ
ネ
イ
ア
』1400.

（
4
）　

男
と
女
と
の
共
同
体
、
お
よ
び
主
人
と
奴
隷
と
の
共
同
体
。

（
5
）　
『
仕
事
と
日
』405.

（
6
）　

カ
ロ
ン
ダ
ス
は
、
前
六
世
紀
の
シ
ケ
リ
ア
島
東
岸
の
都
市
カ
タ

ネ
の
立
法
家
。

（
7
）　

ク
レ
タ
の
エ
ピ
メ
ニ
デ
ス
は
、
前
七
世
紀
の
神
話
的
人
物
。
さ

ま
ざ
ま
な
予
言
や
奇
跡
的
な
業
を
行
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
。
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そ
し
て
、
最
も
自
然
に
も
と
づ
い
た
か
た
ち
の
村
は
、
元
の
家
か
ら
分
か
れ
出
た
植
民
都
）
10
（

市
に
似
た
も
の
で
、
そ
れ
は―

あ
る
人

た
ち
が
「
同
じ
乳
で
育
っ
た
」
と
呼
ぶ―

子
と
孫
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
国
家
（
ポ
リ
ス
）が
王
制
で
あ
っ
た
の
は
こ
の

た
め
で
あ
り
、
現
に
他
の
民
）
11
（

族
で
は
今
な
お
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
す
で
に
王
の
支
配
下
に
あ
っ
た
者
た
ち
が
統
合

さ
れ
て
で
き
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
）
12
（

る
。
と
い
う
の
も
、
す
べ
て
の
家
は
長
老
に
よ
る
王
制
の
も
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
そ
こ
か
ら
分
か
れ
出
た
家
々
も
ま
た
同
族
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
長
老
に
よ
る
王
制
の
も
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

ま
さ
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
者
は
子
ど
も
た
ち
と
妻
た
ち
を
支
配
す
）
13
（

る
」
と
い
う
ホ
メ
ロ
ス
の
言
葉
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
彼

ら
は
分
散
し
て
暮
ら
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
古

い
に
し
えに

は
こ
う
し
た
居
住
の
仕
方
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
す
べ
て
の

人
々
は
、
神
々
も
ま
た
王
の
支
配
の
も
と
に
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
自
身
が
今
も
な
お
王
制
の
も
と
に
あ
る
か
、
あ
る

い
は
古
に
王
制
の
も
と
に
あ
っ
た
ゆ
え
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
は
神
々
の
姿
を
自
分
た
ち
自
身
に
合
わ
せ
て
形
づ
く
る
よ

う
）
14
（

に
、
神
々
の
生
き
方
も
ま
た
自
分
た
ち
に
合
わ
せ
て
形
づ
く
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
複
数
の
村
か
ら
な
る
、
言
う
な
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
自
足
の
要
件
を
極
限
ま
で
充
た
し
た
完
全
な
共
同
体
が
、
国
家
（
ポ
リ
ス
）

で
あ
る
。
そ
れ
は
人
々
が
生
き
る
た
め
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
存
在
す
る
の
は
人
々
が
善
く
生
き
る
た
め
の
も
の
と
し

て
で
あ
）
15
（

る
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
国
家
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
共
同
体
〔
つ
ま
り
家
と
村
〕が
自
然
に
も
と
づ
い
て
あ
る
以
上
、

や
は
り
自
然
に
も
と
づ
い
て
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
は
そ
れ
ら
の
共
同
体
の
終
極
目
的
で
あ
り
、
自
然
本
性
と
は
終

極
目
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
物
が
そ
の
生
成
過
程
に
お
い
て
終
極
に
達
し
た
と
き
の
あ
り
方
を
、
わ
れ

わ
れ
は
ま
さ
に
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
の
自
然
本
性
と
呼
ぶ
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
人
間
も
馬
も
家
も
同
じ
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
も

の
が
そ
の
た
め
に
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
終
極
目
的
は
最
善
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
足
し
て
い
る
こ
と
は
終
極
目
的
で
あ
り
、

最
善
の
も
の
で
も
あ
る
。

b20b301253a
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し
た
が
っ
て
、
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
、
国
家
（
ポ
リ
ス
）は
自
然
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
人
間
は
自
然
に
も
と
づ
い
て

ポ
リ
ス
的
動
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
国
家
に
拠
ら
な
い
者
が
あ
る
な
ら
、
そ
れ
が
偶
然
で
は
な
く
自
然
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、

人
間
と
し
て
劣
悪
な
者
か
、
あ
る
い
は
人
間
を
超
え
た
者
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
）
16
（

う
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
ホ
メ
ロ
ス
に
よ
っ
て

「
同
族
を
も
た
ず
、
掟
も
な
く
、
竈
も
な
）
17
（

い
」
と
い
う
誹
り
を
受
け
て
い
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
自
然
本
性
的
に
こ
の
よ
う

な
性
質
の
者
は
、
同
時
に
ま
た
好
戦
的
な
者
で
も
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
将
棋
に
お
け
る
孤
立
無
援
の
駒
の
よ
う
に
、
捨
て
身
の
動
き
を

す
る
か
ら
で
あ
）
18
（

る
。

（
8
）　
「
日
ご
と
の
必
要
を
越
え
て
」（
牛
田
）と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

が
（Barker, Pellegrin, Schütrum

pf

も
同
様
）
、
以
下
の
論
述
に

お
け
る
「
必
要
」（
ク
レ
イ
ア
）と
の
関
係
を
含
め
て
、
あ
え
て

「
日
々
の
生
活
に
限
定
さ
れ
な
い
必
要
（
ク
レ
ー
シ
ス
）の
た
め
の
」

と
「
必
要
」
を
強
調
し
て
訳
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
に
は

プ
ラ
ト
ン
の
『
国
家
』
に
お
け
る
「
必
要
な
も
の
」
か
ら
な
る
国
家

の
建
設
と
い
う
考
え
方
が
、
一
貫
し
て
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）　
「
家-

村-

ポ
リ
ス
」
と
い
う
構
成
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ト
ン

『
法
律
』
第
一
巻626C

を
参
照
。

（
10
）　

こ
こ
で
は
「
家
」（
オ
イ
キ
ア
ー
）の
分
立
に
よ
る
村
の
成
立
を
、

都
市
に
お
け
る
「
植
民
」（
ア
ポ
イ
キ
ア
ー
）と
、
言
葉
の
う
え
で
も

概
念
の
う
え
で
も
類
比
的
に
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
『
法

律
』
第
六
巻776A

-B

に
す
で
に
そ
の
先
例
が
あ
り
、
こ
こ
で
の
論

述
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
な
お
同
書
第
四
巻708B

で
は
、
「
植
民
」
は
蜂
の
巣
の
分
封
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
）
。

（
11
）　

ギ
リ
シ
ア
語
「
エ
ト
ノ
ス
」
は
、
同
族
の
部
族
を
意
味
し
、
多

く
の
場
合
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
と
の
対
比
で
、
ポ
リ
ス
の
形
態
を
と
ら

な
い
同
族
集
団
を
指
す
（
ほ
か
に
も
、
第
二
巻
第
二
章1261a28,

第

三
巻
第
三
章1276a29,

同
第
一
三
章1284a38,

同
第
一
四
章

1285b30, 33,

第
五
巻
第
一
〇
章1310b35

を
参
照
）
。

（
12
）　

プ
ラ
ト
ン
『
法
律
』
第
三
巻680D

-E

を
参
照
。

（
13
）　

ホ
メ
ロ
ス
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ア
』
第
九
歌114-115.

（
14
）　

ク
セ
ノ
パ
ネ
ス
「
断
片
」21B14,B16

D
K

に
お
け
る
「
擬
人

的
神
観
」
に
対
す
る
批
判
を
参
照
。

（
15
）　

第
三
巻
第
九
章1280b33-35

参
照
。

（
16
）　
「
人
間
を
超
え
た
者
」
と
は
、
後
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
獣
」

か
「
神
」
で
あ
る
。

（
17
）　

ホ
メ
ロ
ス
『
イ
リ
ア
ス
』
第
九
歌63.
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だ
が
、
人
間
が
何
ゆ
え
、
あ
ら
ゆ
る
蜂
や
あ
ら
ゆ
る
群
集
性
の
動
物
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
意
味
で
ポ
リ
ス
的
動
物
で
あ
る
か
は
、
明

ら
か
で
あ
）
19
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
つ
ね
づ
ね
わ
れ
わ
れ
が
言
う
よ
う
に
、
自
然
は
何
一
つ
無
駄
に
は
作
ら
な
い
の
で
あ
る
）
20
（

が
、
動
物
の
う

ち
で
人
間
だ
け
が
言
葉
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
声
は
苦
し
い
こ
と
や
快
い
こ
と
を
表
示
す
る
し
る
し
で
あ
り
、

こ
の
た
め
に
他
の
動
物
に
も
鳴
き
声
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
動
物
の
自
然
本
性
は
、
快
苦
の
感
覚
を
そ
な
え
て
い
て
、
そ

れ
を
互
い
に
表
示
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
言
葉
は
利
害
を
、
し
た
が
っ
て
ま
た
正
・
不
正
を
表

明
す
る
役
目
を
も
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
、
つ
ま
り
人
間
だ
け
が
善
・
悪
、
正
・
不
正
、
そ
の
他
を
感
覚
す
る

と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
他
の
動
物
と
対
比
さ
れ
る
固
有
の
特
性
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
善
・
悪
や
正
・
不
正
な
ど
を
ま

さ
に
共
有
す
る
こ
と
か
ら
、
家
も
国
家
（
ポ
リ
ス
）も
形
づ
く
ら
れ
る
の
で
あ
）
21
（

る
。

　

実
際
、
国
家
は
自
然
に
も
と
づ
い
て
、
家
や
わ
れ
わ
れ
の
各
人
よ
り
も
先
な
る
も
の
で
あ
）
22
（

る
。
な
ぜ
な
ら
、
全
体
は
必
然
的
に
そ

の
部
分
よ
り
も
先
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
身
体
全
体
が
滅
び
れ
ば
、
足
も
手
も
も
は
や
そ
れ
と
し
て
は
存
在
せ
ず
、

あ
る
と
し
て
も
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
石
で
作
ら
れ
て
い
て
も
手
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に―

実
際
、
死
ん
だ
手
は
そ
の
よ
う
な
も
の
に

相
当
す
る
だ
ろ
う―

同
名
異
義
）
23
（

的
な
仕
方
に
お
い
て
で
あ
る
。
だ
が
、
い
か
な
る
も
の
も
そ
の
働
き
と
機
能
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
の
で
あ
り
、
も
は
や
そ
う
し
た
規
定
を
そ
な
え
て
い
な
い
も
の
は
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
同
名
異
義
的
な
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

さ
て
以
上
で
、
国
家
が
自
然
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
個
々
人
よ
り
も
先
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
個
々
人
が
国
家
を
離
れ
て
自
足
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
個
々
人
は
他
の
事
物
の
諸
部
分
が
全
体
に
対
し
て
も
つ
の

と
同
様
の
関
係
を
国
家
に
対
し
て
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
、
国
家
に
関
与
で
き
な
い
か
、
あ
る
い
は
自
足
し
て
い
る

が
た
め
に
他
の
い
っ
さ
い
を
必
要
と
し
な
い
も
の
は
、
国
家
の
い
か
な
る
部
分
で
さ
え
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
獣
か
神
で
あ
る
。

（1253a）a10a20
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こ
う
し
て
、
す
べ
て
の
人
の
う
ち
に
は
、
自
然
に
も
と
づ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
共
同
体
へ
の
欲
求
が
そ
な
わ
っ
て
い
る
が
、
し

か
し
、
最
初
に
こ
の
共
同
体
を
組
織
し
た
人
は
、
最
大
の
善
の
原
因
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
も
、
人
間
は
完
成
さ
れ
れ
）
24
（

ば

動
物
の
う
ち
で
最
善
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
法
と
裁
き
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
う
ち
最
悪
の
も
の
と

な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
不
正
が
武
器
を
手
に
す
る
と
き
、
こ
れ
ほ
ど
過
酷
な
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
思
慮
と

徳
が
使
用
す
る
た
め
の
武
器
を
生
ま
れ
つ
き
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
武
器
は
相
反
す
る
事
柄
に
も
最
大
限
に
使
用
さ
れ
う
る
も
の
で

a30

（
18
）　

こ
の
ま
ま
で
は
読
み
に
く
い
の
で
、
「
将
棋
」（
ペ
ッ
ト
ス
）で
は

な
く
、
「
鳥
も
し
く
は
羽
の
あ
る
動
物
」（
ペ
テ
イ
ノ
ス
）と
読
み
替
え

る
案
も
あ
る
が
、
底
本
に
従
っ
た
。

（
19
）　
『
動
物
誌
』
第
一
巻
第
一
章488a2-10

で
は
、
群
集
性
の
動
物

を
ポ
リ
ス
的
な
も
の
（
ポ
リ
テ
ィ
カ
）と
離
散
的
な
も
の
（
ス
ポ
ラ
デ

ィ
カ
）と
に
分
け
、
前
者
の
例
と
し
て
人
間
以
外
に
、
蜂
、
蟻
、
鶴

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
書
第
七
巻
（
八
巻
）第
一
章

589a2

で
は
、
動
物
の
う
ち
賢
く
記
憶
力
の
よ
い
も
の
に
お
け
る
親

子
関
係
は
「
よ
り
ポ
リ
ス
的
結
び
つ
き
の
強
い
」（
ポ
リ
テ
ィ
コ
ー
テ

ロ
ン
）も
の
で
あ
る
と
い
う
比
較
級
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、

こ
の
こ
と
は
人
間
以
外
の
動
物
が
厳
密
な
意
味
で
「
ポ
リ
ス
」
を
形

成
す
る
と
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

は
な
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
「
類
比
的
な
」
語
り
方
な
の
で
あ
る
。

（
20
）　

ほ
か
に
も
『
動
物
の
諸
部
分
に
つ
い
て
』
第
二
巻
第
一
三
章

658a8-9,

第
三
巻
第
一
章661b23-24,

『
動
物
の
発
生
に
つ
い
て
』

第
二
巻
第
五
章741b4-5,

同
第
六
章744a36-37

な
ど
、
目
的
論

的
な
議
論
の
文
脈
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
表
現
（
『
天
界

に
つ
い
て
』
第
一
巻
第
四
章271a33

で
は
、
主
語
と
し
て
「
神
」

と
「
自
然
」
が
並
列
さ
れ
て
い
る
）
。

（
21
）　

先
ほ
ど
、
ポ
リ
ス
は
単
に
生
き
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
善
く

生
き
る
た
め
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
言
葉
の
役
割
に
結

び
つ
け
て
論
じ
て
い
る
。

（
22
）　
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
八
巻
第
一
二
章1162a18-19

で
は
、

「
家
は
ポ
リ
ス
よ
り
も
先
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
一
見
正
反
対
の
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
生
成
上
の
順
序
で
、
こ

こ
で
の
事
柄
の
本
質
に
お
け
る
順
序
と
の
間
に
齟
齬
は
な
い
。

（
23
）　

名
称
は
同
一
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
説
明
す
る
規
定
が
異

な
る
語
の
関
係
。
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
第
一
章1a1-5

を
参
照
。

（
24
）　

こ
こ
で
の
「
完
成
」
は
、
単
に
自
然
的
能
力
の
完
全
な
保
存
・

具
備
（
『
自
然
学
』
第
七
巻
第
三
章246a13-b1

）だ
け
で
は
な
く
、

習
慣
に
よ
る
徳
の
行
使
（
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
二
巻
第
一
章

1103a31-b2
）に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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あ
る
。
こ
の
た
め
、
人
間
は
徳
を
欠
く
な
ら
、
最
も
不
敬
で
粗
野
な
も
の
と
な
り
、
性
的
な
事
柄
や
飲
食
に
対
し
て
最
も
劣
悪
な
も

の
と
な
る
。
だ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
正
義
は
〔
単
に
個
人
だ
け
で
は
な
く
〕国
家
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
裁
き
は
国

家
共
同
体
の
秩
序
で
あ
り
、
裁
き
は
正
し
い
事
柄
の
判
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

第　

三　

章

　

ポ
リ
ス
を
構
成
す
る
部
分
が
明
ら
か
と
な
っ
た
以
上
、
最
初
に
家
政
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
す
べ

て
の
ポ
リ
ス
は
家
々
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
家
政
の
各
部
分
の
そ
れ
ぞ
れ
は
、
家
が
ま
た
そ
れ
か
ら
成
り

立
つ
部
分
に
対
応
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
家
は
そ
の
完
全
な
か
た
ち
に
お
い
て
、
奴
隷
た
ち
と
自
由
人
た
ち
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
柄
は
ま
ず
そ
の
最
小
単
位
に
お
い
て
探
究
す
べ
き
で
あ
り
、
家
の
最
小
で
第
一
の
部
分
は
、
主
人
と
奴
隷
、

夫
と
妻
、
父
と
子
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
何
で
あ
り
、
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
主
人
の
術
、
そ
し
て
婚
姻
の
術
（
と
い
う
の
も
、
妻
と

夫
を
取
り
結
ぶ
こ
と
を
指
す
名
前
が
な
い
の
）
1
（

で
、
と
り
あ
え
ず
そ
う
呼
ん
で
お
こ
う
）
、
第
三
に
は
子
作
り
の
術
で
あ
る
（
こ
れ
も
ま

た
固
有
の
名
前
で
呼
ば
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず
そ
う
呼
ん
で
お
こ
）
2
（

う
）
。

　

さ
て
、
家
政
術
に
は
わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
述
べ
た
三
つ
の
術
が
あ
る
と
し
て
お
こ
う
。
だ
が
、
あ
る
人
々
に
は
ま
さ
に
そ
れ
が
家

政
だ
と
み
な
さ
れ
、
ま
た
別
の
人
々
に
は
家
政
の
最
重
要
部
分
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
部
分
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
「
部
分
」
と
私
が
述
べ
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
蓄
財
）
3
（

術

の
こ
と
で
あ
る
。
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